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次世代認定マーク 

「くるみん」をご存じですか？ 

事業主のみなさまへ 
 

平成２５年１１月 

次世代認定マーク 愛称「くるみん」 

次世代育成支援対策推進法、くるみん、育児・介護休業法の 

お問い合わせは 

 

岡山労働局雇用均等室 
〒 700-8611 

岡山市北区下石井 1-4-1 

岡山第２合同庁舎３階 

TEL 086-224-7639 
FAX  086-224-7693 

 
岡山労働局ホームページ 
http://okayama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp 
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「くるみん」マーク認定を目指しましょう！ ３ 

「くるみん」マークはこんなところに使用されています！ ４ 

「くるみん」マークの活用事例 ～各種パンフレット ５ 

              ～募集・採用関係資料 ６ 

              ～社内における掲示、封筒 ７ 

平成２５年度「くるみん」マーク認定企業による座談会を開

催しました！ 

１０ 

「一般事業主行動計画」策定のポイント ２１ 

              ～地域へのＰＲ ９ 

「くるみん」の効果として実感していることは･･･ ９ 

岡山県内の「くるみん」マーク認定企業 ２０ 

              ～社員向け資料・ポスター ８ 

も く じ 

  
赤ちゃんを暖かく 

くるむ「おくるみ」のイ

メージ 

  
「職場ぐるみ・会社ぐ

るみ」で仕事と育児の

両立支援♪ 

   次世代育成支援対策推進法に基づき策定した「一般事業主行動計画」の目標を

達成するなど一定の要件を満たした事業主は、「子育てサポート企業」として労

働局長の認定（「くるみん」マーク認定）を受けることができます。 

次世代認定マーク（愛称：くるみん） 
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「くるみん」マーク認定のメリット 
 

  優秀な人材の確保、社員の定着 
  

 働きやすい企業、社員を大事にする企業であることをアピールでき、応募者 

の増加につながります。出産・育児期の社員の離職がなくなり、優秀な社員が定着します。 
 

   企業のイメージアップ 
  

 くるみんマークを商品、広告、求人広告、名刺、ホームページなどに使用し、「子育てサポート企

業」であることをアピールできます。 
 

  税制優遇制度（建物等の割増償却制度） 

メリット２ 

認定基準  http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/26.html 

「両立支援のひろば」  

http://www.ryouritsu.jp/  

「くるみん」マーク認定を目指しましょう！ 

利用無料   認定を受けると、自社のホームページ等

で「くるみん」マークを利用できます。 

「両立支援のひろば」においても表示できま

す。 

就職活動中の学生も注目しています！ 

１ 雇用環境の整備について、行動計画策定指針に照らし適切な行動計画を策定したこと。 

２ 行動計画の計画期間が、２年以上５年以下であること。 

３ 策定した行動計画を実施し、それに定めた目標を達成したこと。 

４ 平成２１年4月１日以降に新たに策定・変更した行動計画について、公表及び従業員への周知を適切 

 に行っていること。 

５ 計画期間において、男性労働者のうち育児休業等をしたものが1人以上いること。 

   【常時雇用する労働者の数が３００人以下の一般事業主には特例あり】 

６ 計画期間内の女性労働者の育児休業等取得率が70％以上であること。 

   【常時雇用する労働者の数が３００人以下の一般事業主には特例あり】 

７ ３歳から小学校就学の始期に達するまでの子を養育する労働者について、「育児休業に関する制度、 

 所定外労働の制限に関する制度、所定労働時間の短縮措置又は始業時刻変更等の措置に準ずる制 

 度」を講じていること。 

８ 所定外労働の削減や年次有給休暇の取得の促進たのための措置等を実施していること。 

９ 法及び法に基づく命令その他関係法令に違反する重大な事実がないこと。 

 認定基準や認定申請方法について

はパンフレット「一般事業主行動計画

を策定し、くるみんマーク認定を目指し

ましょう!!!」や「両立支援のひろば」をご

参照ください。 

メリット３ 

メリット１ 
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「くるみん」マークはこんなところに使用され

ています！ 

 平成２４年度までに認定を受けた企業に「くるみん」マークの使用状況を聞いたところ、一番多かっ

たのが、ホームページへの掲載１２社、次いで名刺への掲載１１社、会社案内（パンフレット）への

掲載、玄関、工場見学者控え室、タイムカードの横等社内掲示、求人説明会（ブースに表示、パワー

ポイントで説明）がいずれも６社、求人広告に掲載５社でした。 
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広報誌

社用車に掲示

公道沿い看板

次世代育成支援イベントポスター

顧客用広告、チラシ

子育て支援ガイドブック等社員用資料

封筒

求人票・求人広告

求人説明会

社内に掲示

各種パンフレット

名刺への掲載

ホームページ

（社） 

経営トップのコメントを付けて掲示 

各ページの上部及び下部に掲示 

玄関、廊下、工場見学者控室、

タイムカードの横に、ポスター

や認定通知書を掲示 

求人ブースに掲示 

パワーポイントで説明 

日々のチラシ 

催物時の配布物 

採用関係書類を学校等に送付 

役員、採用担当者が使用 

「くるみん」ステッカーを作成して

貼り付け 

地域へのＰＲ 
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「くるみん」マークの活用事例 

  

 

 

各種パンフレット（会社案内・ＣＳＲリポート） 

株式会社岡山村田製作所 

倉敷化工株式会社 生活協同組合おかやまコープ 
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 募集・採用関係資料（採用パンフレット、説明会ブース、説明会用資料、求人チラシ） 

株式会社岡山村田製作所 

生活協同組合おかやまコープ 

生活協同組合おかやまコープ 

社会福祉法人愛誠会 

社会福祉法人愛誠会 
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 社内におけるポスター掲示 

 封筒 

岡山医療生活協同組合 

生活協同組合おかやまコープ 

社会福祉法人愛誠会 
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 社員向け資料・ポスター 

株式会社メッセージ 

国立大学法人岡山大学 
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 地域へのＰＲ（社用車、公道沿いの看板への使用） 

 

 ・企業のイメージアップ（一般、学生、求職者） 

 ・募集・採用  

    応募者の増加 

    新規学卒者の採用活動に有効 

    合同説明会においてアピール 

    就職面接会で「くるみん」を見たと言われた。 

    女子学生はワーク・ライフ・バランスを注視していると感じた。 

    有期・中途採用活動時、関心を持たれる 

    独身・既婚とも応募の動機になっていると思われる 

 ・社員の意識啓発 

 ・優秀な従業員の確保、定着 

 ・社員に「長く勤められるという安心感」を与えていると思う。 

 ・短時間正社員の増加 

 ・営業活動時の話題 

「くるみん」の効果として実感していることは･･･ 

社会福祉法人愛誠会 
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岡山労働局では、次世代育成支援対策推進法に基づいて、子育てサポート企業を

認定しています。 

 平成２５年度は、佐用池田電機株式会社、共和機械株式会社、片山工業株式会社の

３社を認定し、県内の認定企業は２３社（うち３社は２回認定）となりました（１ 9 

ページ参照）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年６月２０日に岡山労働局において「くるみん」マーク認定通知書交付

式を行うとともに、認定企業、岡山労働局長上市貞満、岡山労働局雇用均等室長 

金井陽子による座談会を開催しました。      

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年６月２０日 岡山労働局局長室にて 
左から佐用池田電機(株)（３名）、岡山労働局長、共和機械(株)、片山工業(株)（２名） 

「くるみん」マーク認定企業による座談会

を開催しました！ 
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座談会参加企業の主な取組 

２０１３年認定事業主  

佐用池田電機株式会社 
              
所在地 ：勝田郡勝央町  業種： 製造業 

計画期間：平成２３年４月１日～平成２５年３月３１日までの２年間 

 

主な取組内容 

 毎月３日間の「定時退社日」を部署ごとに設定し、各職場に「定時退社日」のチラシを掲示 

し周知した。実施に際しては、労使合同でパトロールを行うことにより実効性を高めた。 

 男性労働者の「子の看護休暇」取得促進のため、掲示板へ看護休暇取得要件を掲示し、併せ 

て管理職への研修及び全労働者を対象とした講習会を実施したところ、２名の利用者が出た。 

 地域の中学校、高等学校と連携し、学生の社会見学や職場体験学習等の受け入れを実施。平 

成２３年度は１名、平成２４年度は５名を受け入れる等受け入れ先及び人数ともに拡大して 

実施した。 

２０１３・１０年認定事業主 

共和機械株式会社 
 

所在地：津山市    業種：製造業   

計画期間：平成２２年５月１日～平成２５年４月３０日までの３年間 

 

主な取組内容 

 ① 子育てを行う労働者の職業生活と家庭生活との両立支援に向けた諸制度の利用が円滑に 

   行われるよう、両立支援専用の相談窓口を設置し全労働者へ周知した。 
 ② 所定外労働の削減のために、毎月 1 回、社員一人ひとりの所定外労働時間を部長会議で報 

   告し、特に所定外労働の多い社員については注意喚起を行った。 
  ③ 年次有給休暇の取得を促進するため、年次有給休暇の半日単位での取得可能日数の制限 

  （８日間）について、育児、介護や看護を理由とする場合はその制限を撤廃した。 
  ④ インターンシップ等の就業体験機会を提供し、平成２４年度に４名を受け入れた。 

２０１３年認定事業主  

片山工業株式会社 
             

所在地 ：井原市  業種：製造業  

計画期間：平成２２年４月１日～平成２５年４月３０日までの３年１カ月 

 

主な取組内容 

時短委員会において、活気ある職場作り、社員の健康管理、生産性の向上を図るために総労

働時間を短縮する諸施策を実施した。 

毎週水曜日及び金曜日を｢ノー残業日｣とし、ノー残業日を表示したカード型カレン 

ダーを従業員へ配布するとともに当日の社内放送を実施した。 

計画年次有給休暇の取得及び｢管理職の休暇取得制度｣を推進した。 

残業、休日出勤の事前申請を徹底するとともに、最終退社時刻を設定し、厳守した。 
以上の取組により、計画期間当初は、一人当たりの残業・休日出勤時間 22.7 時間、一人当た

りの年次有給休暇取得日数 10.7 日が、計画終了時にはそれぞれ 21.1 時間、13.8 日と総労働時

間を短縮した。 
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岡山労働局長 

         本日は「くるみん」マークの認定通知書を３社同時に交付させていただき

ました。 
折角の機会ですので、各社で行動計画に取り組んでいただいたなかでの

ご苦労や工夫されたこと、効果のあったこと、今後の課題や「くるみん」

マークの活用などについてお話をお伺いしたいと思います。 
また、これから認定を目指す事業所が多く出てきていただきたいと期待

しておりますので、そのような事業所へのエールもお願いします。 

 
 

くるみんマーク認定を目指したきっかけは？ 
 

岡山労働局長      

         まず、「くるみん」マークの認定を目指されたきっかけをお聞かせくださ

い。 

 
佐用池田電機㈱ 本郷副社長     

         当社はパナソニックグループの系列会社ですが、パナソニックグループ 

        は以前から子育て支援や育児・介護休業など｢働きやすい職場環境づくり｣ 

        に取り組んでいます。 

当社でも６年前に兵庫県から岡山県の勝央町へ本社を移転し、従業員数

も５０名程度から２００名を超える規模となって、地域に根付いた企業と

して採用活動や生産活動を行う上で、グループの方針でもある｢従業員が働

きやすい職場環境づくり｣が念頭にありました。 

次世代法の改正により２００名規模の企業も行動計画を策定しなくては

ならないということになって、制度のほうはある程度整備されていたので、

取り組むのであれば「くるみん」マークの認定を目指した行動計画を策定す

ることとしました。 
 
共和機械㈱ 友末社長     

         当社は津山市で卵の選別機械を製作しており、創業５３年目になります。 

         祖父が創業時に、せっかく技術を教えた人材がよそに行かれては困ると

いうことで、家族ぐるみというところから会社の制度を設定したようです。 

しかし、私が代表権を引き継いだときに、社内を見渡しますと、なにか風

通しの悪さのようなものを感じたので、当初の家庭的な、社員皆家族といっ

た雰囲気が作れないものかと、社内でバーベキュー大会をしたり、津山は花

見の名所ですので、皆で仕事を調整して花見をしたりと、色々な取組を行い

ました。 

そのような中、くるみんマーク認定制度があることを偶然知り、改めて社

内の制度を見直してみると、認定を得るための取組の内容はさほど難しい

ものではないと感じました。制度はあるけれども、運用面では、忙しいさな

かに休むことは憚られるという雰囲気も無きにしもあらずでしたので、ま

ずはそのような状況を変える必要があると考えました。 

子育てに色々と苦労してきた先輩社員もいますし、今若い世代で時間の

やりくりに苦労されている方もいるので、皆で協力してバックアップしよ

うよということで、育児や介護も含めて何かの都合で誰かが休む場合に、そ

れを皆で支える雰囲気作りに努めています。 
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現在では、子どもの誕生日や結婚記念日なども、上司が朝礼で｢○○さん

が記念日でお休みです｣とみんなが集まったところで連絡するなどしてい

ます。 

取組の主旨としては、そのような空気が欲しかったわけですが、少しなが

らその空気が生まれているのではないかと思っています。 

 
片山工業㈱ 吉川人事総務担当役員      

         当社は井原市にあり、創業して５５年になります。自動車部品、サッシュ

やモールなどを生産しています。 

もともとの取組は、自動車の生産台数により生産量が左右され、自らコン

トロールすることが難しい業種であることから、恒常的に残業が多い時期

があったので、社全体で一度見直しをしようと｢時短委員会｣という全社横

断プロジェクトを立ち上げ、残業の抑制や休みの取り方について部署を超

えて話し合いを行ったことです。 

行動計画の目標のひとつとして、水曜日、金曜日の「ノー残業デー」を設

定し、オリジナルカレンダーへの表示や呼びかけを行い、｢なるべく帰ろう｣

ということを徹底する意識づけをし定着しつつあります。 

年次有給休暇については、ともすれば管理職が置き去りにされがちなと

ころがあり、｢一般の労働組合員は手厚くされ、管理職は頑張れ｣というとこ

ろがありますが、管理職といえども体が資本なので｢休みを取ろうよ｣とい

うことをあえて目標としています。 
また、当然のことですが、残業や休日出勤についても事前の申請を徹底

し、管理に努めています。 

「くるみん」マーク認定を目指したきっかけですが、当社では女性は全従

業員５２０名の一割程度ですけれども、女性をもっと増やしたい、女性の力

は偉大であるということで、毎年一回、女性従業員全員を集めて社長との昼

食会を行い、そこで女性が働きやすい環境を目指そうと色々な意見を聞い

ています。 

昨年７月の昼食会で、社内に保育園を作ってほしいという要望があり、会

社としてはこれを受けて、この７月に敷地内の駐車場跡地を利用して保育

園を開設します。 

そういうトライをするのであれば、｢くるみんマークがあるよね｣という

ことで、積極的に女性だけでなく男性も育児休業を取得し、「くるみん」マー

クを取得しようということとなりました。そして、もっともっとアピールし

て女性採用に繋げたいと思います。当然、継続的な活動が必要だと思いま

す。言い続けないとまた元に戻ってしまうので、特に時短などは強く意識し

て呼びかけ続けたいと思います。 
 
岡山労働局長    

         時短の取組などをきっかけに、「くるみん」マーク取得を目指したという

お話がありましたが、いつ頃から「くるみん」マークの制度をご存知でした

か。 
 
佐用池田電機㈱ 本郷副社長 

         パナソニックグループとして取り組んでいたので、次世代法ができたと 

        きから認識はしていました。当社の親会社による関連会社を集めての勉強 

        会も行われましたし、親会社が先に認定を受けたのでその経験を基に行動 

        計画を立てました。 
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共和機械㈱ 友末社長     

         ３５歳で代表権を預かったときに、社内の空気感をなんとかしたいと考

えていましたが、｢若社長が空回りしている｣と思われるのは避けたくて、

｢国が推進しているこういう制度がある、うちはこれを目指すんだ｣という

目標設定で、公に認定が受けられる制度があれば良いと思っていたところ

にくるみんを見つけたということです。 

 
 
 

「くるみん」マーク取得にあたっての工夫、苦労した点は？ 
 

 

岡山労働局長      

         「くるみん」マークの取得に取り組むにあたり、工夫したこと、苦労した

こと、留意したことがありますか。 
 
共和機械㈱ 友末社長      

         従業員数は７０数名なので、社内でのルールというか制度の運用自体は

こうなっていますという実例を作ることに一番手間がかかるかもしれませ

んね。 

ある人がああいう理由で休んだという事例が出てしまえば認知されて、

他の従業員がじゃあ自分も利用しようというふうに広がるので苦労はあり

ませんでした。 
「くるみん」マークを取得していることをポイントに｢共和機械は休める

会社｣というイメージを持って入社を希望される方がいましたが、当社は鶏

が卵を産む限り３６５日稼働する機械を扱っており、それをサポートする

ために結構休みがない方です。休みがない中で皆が上手に時間を配分して、

忙しい時は集中し暇な時は自分の時間を使う、そうするために色々なルー

ルがあります。それが法に沿って認められたのが「くるみん」マーク取得で

あり、「くるみん」マーク取得イコール休める会社ということではないので

すが、そういう見方をされることもあるのだと思いました。 
 
佐用池田電機㈱ 田中課長・水嶋担当      

         当社は、従業員の６割程度が女性であり、若い者も多くいます。制度はあ 

        る程度整えてはいますが、利用者がいま少しという観です。 

また、兵庫県から岡山県へ移転してきたということもあり、従業員には

｢兵庫県からの通勤者｣｢転居者｣｢地元採用者｣などの形態があり、認識の違

いも若干見受けられます。 

岡山で現地採用した人が多いので勤続年数が短く、会社の制度がまだ十

分に浸透していない状況の中でも、ここ６年間の女性の育児休業取得率は

１００％で、女性の認識は比較的高いのですが、それに比べて男性は幹部も

含め昔の世代の者は｢男性は働くのが当たり前、女性は家庭｣という考えの

人が多かったので、今の時代は違いますよと、助けあいながらやっていかな

くてはならないので、上司に対して、女性だけという話ではなく、部下が休

暇を取りやすいように、取ったときにどういうフォローをするかなどの勉

強会を行いました。 
「くるみん」マークの認定基準に男性の育児参加という項目があります

し、会社としてもこれをやらないと働きやすい環境づくりができません。 
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いきなり男性の育児休業といっても難しいので、まずは法改正によって

緩和された基準（※）に基づき、男性の看護休暇取得のほうを進めていきな

がら、徐々に意識を高めて行き、最終的には例え１週間でも育児休業を取得

してもらいたいと考えています。 

 

 

 

 
 
また、忙しい時期には残業が続き、定時で帰るということがなかなかない

部署もあったので、定時退社日を設定し、会社だけではなく労働組合も一緒

に会社全体で取り組んでいます。定時退社日に、管理職と労働組合の執行委

員とで、職場の見回りやチラシによる周知徹底を行いました。 

それから、特に力を入れて時間をかけたのが、インターンシップや職場体

験などの地域貢献です。苦労した点はインターンシップの日程調整や職場

体験用の会社案内の作成などです。会社案内の作成では漢字を減らしたり

ふりがなを付けたり、わかりやすく絵を増やしたりと相手目線での工夫を

しました。 

職場体験は中高生を対象とし、職場見学は従業員の小学生の子どもを対

象に行いました。特に職場見学は子どもたちに普段親は会社で何をしてい

るのか知ってもらうため、当社で生産した製品が使用されている高速道路

やスカイツリーなどの写真を見せて、こんなところでお父さんお母さんが

働いた仕事が役に立っているんですよと示しました。また、企業の売上数値

などは、子どものお小遣いに想定したりして作成した子ども向けの会社案

内を使って説明しました。この会社案内の作成担当者は大変だったと思い

ますが、中高生にも大変有効なものでした。 

また、子ども達が、親が働く職場へ行き上司と名刺交換の後、親にインタ

ビューをして親が説明するということで、親は大変緊張したようですが、雰

囲気的には結構なごやかでした。子どもたちは日頃家で見られない親の姿

が見られたと親子共に喜ばれました。これからも続けたいと思います。 
 

片山工業㈱ 吉川人事総務担当役員      

         今年の９月に職場見学会を計画しています。子どもたちのためですから、

その目線にあわせてやるということが大事ですよね。 
 
岡山労働局雇用均等室長 

         労働局でも夏に子ども参観日が１日あります。小さな子どもから小学生、

中学生まで毎年１０名程度の参加があります。各部署を回りますが、雇用均

等室では紙芝居風にした説明資料で仕事の内容を説明しています。 
         「くるみん」マークの塗り絵もしてもらったのですが、同じマークなのに

それぞれのお子さんの個性が出るので、こちらも発見がありました。 

 
共和機械㈱ 友末社長      

             ある年に地域の小学校から職場見学の依頼があり受け入れたところ、評判

が良く今は毎年実施しています。また、子どもたちの話を聞いたお母さん

方、婦人会からも依頼があり、受け入れしています。凝ったものは準備せず、

大会議室で業務用のプロモーション用のビデオを見て貰い、クイズ方式で

説明したりして、お土産には卵を準備しています。 

         卵の豆知識とセットで持って帰ってもらい、子どもがうれしそうにうん

ちくを語る姿を見て家庭でも喜ばれたのだろうと思います。 

※ 従業員数が 300 人以下の企業については、計画期間内に男性の育児  

休業等取得者がいなかった場合でも、計画期間内に１歳以上の子の看護休

暇を取得した 従業員がいれば基準を満たします。 
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 岡山労働局長     

        就職する時期だけではなくもう少し早い時期から、仕事の世界というもの

を直接見たり体験してもらうことで、職業意識を自然に身につけていく環境

を整える必要があると言われていますが、そういうことにも役立つことだと

思います。 

 

 
   

男性の育児休業第１号はこうして誕生しました！ 
 

 

岡山労働局長     

        男性の育児休業取得については、なかなか難しいという話も出ましたが、そ

のあたりはいかがでしょうか。 
 

片山工業㈱ 吉川人事総務担当役員      

         ちょうど経理部門の男性に昨年１２月にお子さんが生まれるという情報

を得たので、彼に育児休業を取ってもらおうと思いました。経理部門は少人

数で業務内容的にも長期休暇の取得が難しい部署ですから、２～３ヵ月前

から職場の上司に｢彼は選ばれた人なので、会社のために実績を作ってほし

い｣と話をし、本人にも説明をして一週間の育児休業が実現できました。 

現在、若手の男性が多く、これから子どもの出産を迎える者が増えてくる

と考えられますが、まだ育児休業に対する認識が余りないように思います

ので、これからもっと広げていく必要があると感じています。 

ホームページをリニューアルして、育児休業を取った男性の写真や育児

休業中の様子を掲載しようと思っています。今日は認定式があるので、出が

けに周りの社員に言ったら、｢このマークは見たことがないなあ｣と言われ

ました。それくらいの認識の人もまだ多いので、これをきっかけに広くＰＲ

して行きたいと思います。 

 

岡山労働局長      

         岡山労働局も今日の認定式や座談会のことなどをホームページに掲載

し、積極的に発信して行きたいと思います。 

 

共和機械㈱ 友末社長      

         前回の２０１０年の認定直後に、ちょうど妻の出産が間近い男性がおり

ました。本人に｢あなたが休むことで仕事が滞ることはないから、仕事は同

僚や先輩に頼んで休める状態を作りなさい。その代わりに、その仕事を受け

てくれた人達に感謝しなさい｣と育児休業を取るよう促し、周囲の人には

｢これからはこのような世代が増えてくる。支えることは素晴らしいこと

だ。｣との理解を得て、相互の意思疎通が取れ、一週間育児休業を取りまし

た。その男性従業員の存在感はいままで以上に増しましたし、「あいつは子

育てで休んだ男。俺はそれを支えてやった男なんだ」という感じの先輩も出

てきました。会社の雰囲気も変わったように思われます。 

 

岡山労働局長      

             社内の効果が表れたというお話でしたが、片山工業ではそういう反響みた

いなものがありましたか。 
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片山工業㈱ 吉川人事総務担当役員      

         休業中の仕事のサポートを他のメンバーでカバーしあえたことは良かっ

たと思います。しかし、後に続く人、女性の場合は自然に育児休業を取ると

いう流れになりますが、男性の場合には本人任せではなく会社がある程度

プランを立ててやっていく必要があると思います。 

 

岡山労働局長      

         そうですね。本人からは言いにくいという雰囲気があるのではと思いま

す。上司から出産間近い男性社員に「こういう制度を使ってみたら？」と声

をかけるなどの配慮をしていただかないと、本人は周りに迷惑をかけるの

で…という気がまだ根強いところがあるのかなという気がしています。 

 

 

今後の課題は？ 
 
 

岡山労働局長      

         今後の課題や今後やりたいことはいかがでしょうか。 
 
佐用池田電機㈱ 水嶋担当      

         当社では男性の育児休業についての理解を得ることが難しく、まだ取得 

        者が出ていないのですが、どの様な環境づくりをされていますか。 

 

共和機械㈱ 友末社長      

         育児計画書の提出や周知をして周囲の理解を得ること、支援体制などの

ルールを作りました。社員数が７０名程度なので、ちょうど育児休業に入れ

るタイミングの男性社員がいるかはめぐりあわせで、２年３年はいないと

きがあります。 

事前の情報収集と本人へ直接の声かけも大事だと思います。実際に、育児

休業をした男性に話を聞くと、｢恥ずかしさがまず一番大きな障壁でした｣

と言っていました。自分の都合で休むのに、先輩方に自分の仕事を押しつけ

るような気がして、恐縮に感じるというところを、会社がサポートして、お

もしろがって参加してくれるようになれば後は続くと思います。1人実例を

作ってしまえば、「あの人を見てみろ。そのあと一躍有名人になったじゃな

いか」と次の対象者に言えるようになれば、「奥さんに感謝されたらしいよ」

という話とセットで紹介できます。一番最初の男性育児休業取得者には、周

囲への配慮と本人が感じる気恥ずかしさを会社のトップなり、直属の上司

なりが働きかけて支援していく必要があるんじゃないかなと思います。 

 

片山工業㈱ 吉川人事総務担当役員      

         もともと男性に認識が無く、育児休業は女性が取るものという固定観念

をなくしていかなくてはなりませんし、恥ずかしさというのであれば、会社

がお膳立てをして取らせる、本人からすれば｢会社が取れというから取る｣

というぐらいの気持ちであれば取りやすいかもしれません。 

事前の情報収集と早期に周囲を含めて体制作りをして、実績ができれば

次の候補がどれだけいるのか会社としては見ていかなければなりません

し、自発的というより会社としてプッシュしてあげなければなりません。 
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今回社内保育所を開設しますが、社員の福利厚生施設なので費用もかか

りますけれども、新卒の採用を行うときには、男女とも安心して仕事ができ

る企業、子どもができてもそのまま続けて働けますというところもＰＲし

ています。そういうこともあって、学生さんから「いい会社ですね」という

言葉をいただくこともあります。「くるみん」マークの取得とセットで企業

のＰＲのひとつとして行きたいと思います。 

      

岡山労働局雇用均等室長 

         育児休業を取得するとマイナスの評価を受けるのではないかと心配する

男性もいます。会社の後押しがあったとしても、自分の直属の上司がどう評

価するのかと不安に思うところもありますので、管理職の理解を得る取組

も大切かと思います。 

 

共和機械㈱ 友末社長      

         当社の人事考課制度では、自分の職位に見合うだけの実績が出せない場

合はその項目の評価は落ちますが、会社の方針に沿って行動したか、回りと

協調的に仕事ができたかの別項目もあり、｢今回この評価が落ちることが

あっても挽回してもらえば良いことだし、逆にこの部分の評価は上がりま

すよ｣ということを示せば良いと思います。仕事を充実させて胸を張って休

んでもらえば良いと思います。 

 

 

  くるみんマークはどう活用しますか？期待する効果は？ 

 
岡山労働局長     

         今後「くるみん」マークをどの様に活用したいとお考えでしょうか。 
 

佐用池田電機㈱ 田中課長      

         行動計画に沿って活動しているというだけなのと、国に認められて｢くる

みんマークを取得した｣ということは重みが違うと思います。いい人材を採

用してくためには、働きやすい環境整備が大切です。今後は育児だけではな

く介護も課題になっていくと思いますので、そうした職場環境の整備をし

つつ、アピールしていきたいと思っています。    

 

共和機械㈱ 友末社長      

         採用活動は年に１回、１人あるかどうかなので、社内の家族感、一体感、

チームワーク感といった部分の演出に活用したいと思います。県北の製造

業ではまだ「くるみん」マークを取得した企業は少ないという話ですので、

我が社はそれだけのことをしているんだよということで社内のモチベー

ションアップに活用したいと考えます。 

 

片山工業㈱ 吉川人事総務担当役員      

         （募集・採用活動、社内のモチベーションアップの）両方に活用したいと

思います。まずは「くるみん」マークの取得を社内にしっかりとＰＲして理

解を深めていきたいと思います。 
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これから「くるみん」マーク認定を目指す企業へのエール 

 
岡山労働局長      

         最後に、これから「くるみん」マーク認定を目指す企業にエールがありま

したら一言ずつお願いします。 

 

佐用池田電機㈱ 田中課長      

         色々な制度がありますが、それをいかにして経営層に上げていき、いかに 

        理解を得て会社としての方針としていくか、そのパイプとなることが私た 

        ち担当者の役割だと思います。取組の必要性・重要性について経営トップの 

        理解を得られるよういかに進めていくか、いかに担当者が提案していける 

        かが一番大事だと思います。 

 

共和機械㈱ 友末社長      

         法律ありきでいついつまでにという取組ではなく、がむしゃらに取り組

んだ結果が認定取得です。社内の空気感を変えるきっかけになると思いま

す。 

 

片山工業㈱ 吉川人事総務担当役員      

         そんなに高いハードルだとは感じませんでした。担当者が大きく一歩を

踏み出して経営者の理解を得られるようにしかけていくことが大切だと思

います。 

 

岡山労働局長      

         皆様からいただいたエールを他の企業にもきちんと伝え、後に続いて「く

るみん」マークを取得する企業が増えるように取り組んで行きたいと思い

ます。 
本日は本当にありがとうございました。 
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岡山県内の「くるみん」マーク認定企業 

 平成２５年１１月２８日現在 

  企業名 
所在地 

(市区町村） 
認定を受けた年 

1 生活協同組合 おかやまコープ 岡山市 2007 年 

2 株式会社ＤＮＰアイ・エム・エス 岡山市 2007 年 

3 株式会社山陽新聞社 岡山市 2008 年 

4 株式会社メッセージ 岡山市 2008 年 

5 株式会社岡山髙島屋 岡山市 2009 年 2011 年 

6 カバヤ食品株式会社 岡山市 2009 年 

7 株式会社イデアス 玉野市 2009 年 2012 年 

8 社会福祉法人 愛誠会 新見市 2009 年 

9 セロリー株式会社 岡山市 2010 年 

10 共和機械株式会社 津山市 2010 年 2013 年 

11 財団法人操風会 岡山市 2010 年 

12 株式会社岡山村田製作所 瀬戸内市 2010 年 

13 国立大学法人 岡山大学 岡山市 2010 年 

14 株式会社トマト銀行 岡山市 2011 年 

15 岡山医療生活協同組合 岡山市 2011 年 

16 倉敷化工株式会社 倉敷市 2011 年 

17 オーエヌ工業株式会社 津山市 2012 年 

18 株式会社サンキョウ-エンビックス 岡山市 2012 年 

19 玉野エンジニアリング株式会社 玉野市 2012 年 

20 株式会社自然共生 岡山市 2012 年 

21 社会医療法人清風会 津山市 2013 年 

22 佐用池田電機株式会社 勝田郡勝央町 2013 年 

23 片山工業株式会社 井原市 2013 年 

「くるみん」認定企業の主な取組は、岡山労働局ホームページでご覧ください。 

 http://okayama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 

 

     で検索 

 

  岡山労働局 次世代 認定企業の主な取組 
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次世代育成支援対策推進法に基づき、労働者数101人以上の企業は「一般事業主

行動計画」の策定及び公表・周知が義務付けられています。 

 労働者数100人以下の企業は努力義務です  

一般事業主行動計画とは･･･ 
企業が、労働者の仕事と子育ての両立を支援するための雇用環境の整備や働き方の見直しに取り

組むにあたって、 ①計画期間、②目標、③目標達成のための対策とその実施時期を定めて策定

する計画です。 

一般事業主行動計画を策定しましょう 

目標２：平成○年○月までに、所定外労働を削減するため、ノー残業デーを設定し、実施
する。 

                                                   平成○○年○○月○○日  
 

               一般事業主行動計画（例） 
 
 
    
   社員が仕事と子育てを両立させることができ、社員全員が働きやすい環境をつくることによっ

て全ての社員がその能力を十分に発揮できるようにするため、次のように行動計画を策定する。 
 
  １．計画期間  平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日までの○年間 

  
 ２．内   容 

  ＜対策＞  
●平成○年○月  妊娠、出産、育児等に関する産前産後休業や育児休業など 

の制度についての情報を収集し、資料を作成する。 
●平成○年○月  社員に作成した資料を配布する。 

 
 
 
 
＜対策＞         

●平成○年○月～ 所定外労働の原因分析等を行う検討チームの設置及び検討開始 
●平成○年○月～ ノー残業デーの実施。 

目標１：妊娠、出産、育児等に関する産前産後休業や育児休業などの支援制度について
の資料を作成し、社員に周知する。 

 
計 画 期 間

は ２ 年 ～

５ 年 が 望

ま し い も

のです。 

目標の数は

いくつでも

かまいませ

ん。達成可能

な目標を定

めましょう。 

目標を達成する

ために、いつ、ど

のようなことを

実施するかを定

めます。 

○ ○ 株式会社 

策定届を岡山労働局雇用均等室に提出しましょう 

行動計画の策定のヒントがあります！ 
○厚生労働省が運営するサイト「両立支援のひろば」で多くの

企業が行動計画を公表しています。業種、規模、所在地等によっ

て企業検索ができます。 http://www.ryouritsu.jp/ 

「一般事業主行動計画」策定のポイント 

策定届の様式は、岡山労働局 HP ダウンロードコーナーからダウンロードすることができます。 
なお、行動計画そのものを提出する必要はありません。 

２ 

３ 

４ 

１ 

５ 

    行動計画を一般に公表し、従業員に周知しましょう 

    行動計画を実行しましょう 

    認定を取得し、「くるみん」マークを活用しましょう 


